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ヒートポンプハイブリッド運転の加温特性

ハイブリッド区 慣行区 ハイブリッド区 慣行区

19.3 19.5 5.4 78 77 72

ハウス内温度（℃）

注）ハウス面積１５０ｍ２で、ハイブリッド区はヒートポンプ５ＨＰ＋重油ボイラー３８，０００
    ｋｃａｌ/h、慣行区は重油ボイラー３８，０００ｋｃａｌ/hを用いた。

ハウス内湿度（％）外気温
（℃）

屋外湿度
(％)

　　　　　　　表1　温度と湿度の平均値（１２～１月の１８：００～５：５９）

 

        
重油高騰の対策として一昨年からヒー

トポンプの導入が進んでいます。しかし、

重油ボイラーとのハイブリッド運転にお

ける加温特性は、まだ充分に明らかにさ

れていません。そこで、ヒートポンプ＋

重油ボイラーのハイブリッド運転（ハイ

ブリッド区）と重油ボイラーの単独運転

（慣行区）によるハウス内の温・湿度特

性を比較、検討しました。 

その結果、ハイブリッド運転では、目

標温度を２℃下回ると、ヒートポンプと

重油ボイラーが同時に運転し、３℃上回

るとヒートポンプが単独で運転すること

により、栽培期間中のハウス内の温度と

湿度の平均値は、慣行区とほとんど差が

ないことが分かりました（表１）。 

また、外気温が比較的高い日のハイブリ

ッド運転では、ヒートポンプのみが作動し、

ハウス内温度を慣行区と同様に制御するこ

とができました（図１）。一方、外気温が

比較的低く、湿度の高い日のハイブリッド

運転では、デフロスト（霜取り）運転に

より、一時的に目標温度を下回る現象が

みられました。この、デフロスト運転の

状態でハイブリッド運転に移行すると、

ハウス内温度が目標温度を上回るオーバー

シュート現象がみられました（図２）。 

今年度は、オーバーシュート現象に対応

すべく、目標温度から一定時間外れると、

ヒートポンプを停止させるように制御プロ

グラムを変更し、実証することとしていま

す。 
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